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日米貿易交渉に関する対応について  
       

《提案・要望の内容》 

 ○米国からの要求が懸念される「自動車及び自動車部品の関税引き上げ」

「自動車の数量規制」「為替条項」等が実施された場合、日本の自動車

産業界はもとより、地方の中小企業についても多大な影響が懸念される。

そのため、今後の日米貿易交渉に当たっては、日本経済の停滞を招かな

いよう強い姿勢で交渉に臨むこと。 

 ○また、随時詳細な協議内容の情報を速やかに明らかにすること。 

 

＜参考＞ 

１ 日米貿易交渉に対する鳥取県内企業の声 

【自動車関税関連】 

業種 主な声 

自動車部品製造 

 米中貿易摩擦の影響が徐々に出始めている中、日米貿易交渉が始まり
今後の交渉の行方に注視したい。 

●自動車税が 25％引き上げられると、日本からの米国への輸出が大幅に
減ることが予想され、メーカーに部品を納入する地方の中小企業にと
っては、大きな影響が生じる恐れがある。 

【為替関連】 

業種 主な声 

自動車部品製造 
●鳥取で製造した金型を米国に輸出しており、ドル建て決済のため円高

による影響を受けやすい状況であり、今後の動向が気になる。 

食品製造業 
●米国に日本酒を輸出しているが、円高になると、少々の営業努力が吹

っ飛ぶくらい大きな影響が出かねないので、非常に心配している。 

 

２ 鳥取県の海外需要獲得等に向けたＨ３１当初予算の主な事業 

●戦略的グローバル展開支援事業〔継続〕 

 ・海外展開戦略を構築する団体等の市場調査や各種認証取得等の活動経費等を助成 

 ・海外展開の方向性、課題等について産業別(自動車、医療機器、食品等)に検討、調査 

 

●県内企業海外展開サポート事業〔継続〕 

・海外展開を進めるための専門家派遣による伴走支援や商談会経費の補助、商談サポート
等を実施 


